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       南病棟チームカンファレンス記録


平成18年　9月　　11日　（月）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 今後御家族と面談する時は、介護訓練室ではなく、外来の第二診察室を使いましょう。御家族へ説明をする際場所を間違えないようにお願いします。

· 食事サービス委員会で検討して欲しい事がありましたら、Bユニットにあるバイタルチェック表の板の裏に貼ってある紙に記載していきましょう。委員会に出席する人は、それを持参し発表して下さい。

· 9月12日、夏堀さんが公休の為、深夜と日勤のスタッフは採血した検体を薬局に下ろしてください。

· 小笠原政勝様が、夜間体動があり、床を這ったり、独語があったりと他患者様に迷惑がかかっており、本日201から203へ部屋変更となっています。それに伴い、201を男性部屋にする為、見付喜久様、松浦佐恵子様を203から207へ、北山和子様を203から204へ部屋変更となっています。

· スタッフの服装について。最近服装の乱れが気になります。またネームをつけていない人もいるので必ずつけましょう。ここへ何しに来ているのか考えて業務にあたりましょう。制服も破けていたり、サイズが合っていない人がいますので直しましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 上田　正男様～背部から臀部、両下肢の急性湿疹の為、ステロイド剤3×1　2日分処方となっています。9月13日の皮膚科受診でその後の指示をもらって下さい。軟膏塗布時皮膚の観察を行ないましょう。

· 榊　八重子様～抗うつ薬1錠→2錠に増量となっています。引き続き、精神状態を観察していきましょう。また、多発性脳梗塞の既往あるため、主治医指示にて血圧を1日に3検行なっていきましょう。便秘の訴えあるため、夕食後シンラック5滴服用となっています。排便の有無気を付けていきましょう。

· 小笠原政勝様～夜間体動があり、床を這ったり、独語があったりと他患者様に迷惑がかかっています。河村勝男様、山内公博様と一緒ではトラブルになる危険性がある為、部屋を201から203へ変更となっています。引き続き注意して観察していきましょう。

義歯が無い為、御家族にお話したところ、こちらで作ってほしいとのことでしたので、歯科受診の際伝えて下さい。

夜間、オムツ（カバータイプ）を破ってしまいます。今までリハビリパンツやオムツを使用したことが無く、自宅ではふんどしだけで過ごしていました。どのようなものが本人に合うのか、いろいろ試してみたいと思います。トレパンや布パンツを試験的にはかせてみたいと御家族に話してみましょう。又、尿失禁の量の観察とカルテへの記載をお願いします。

· 永洞　恭子様～日赤受診し、CT・超音波検査施行しています。左腎臓内にのうほうが

　　　　　　　　　あり、腎臓を圧迫してはいるが、現在痛みなどの自覚症状がないこと

　　　　　　　　　と悪性所見がないため、経過観察とし、年１回の検査（超音波検査）

　　　　　　　　　行う事を勧められています。

＜週間予定＞

· 9月11日・・・鈴木サダ様の御家族と15時30分より面談があります。

· 9月13日・・・皮膚科診察があります。

· 9月14日・・・小坂Dr.による勉強会が15時30分より2階会議室であります。

＜レストラン誘導について＞

患者様の中に、早くレストランに行っている方がいらっしゃいます。Bユニット内に三浦一男様がおり（徘徊・立ち上がるなど常時見守りが必要）、Bホールでは4人の食事介助があります。その為レストラン誘導時間外にレストランに行く患者様がいると、きちんと見守りできない可能性があります。朝食と昼食時はスタッフが特定の患者様（食事摂取に長い時間を要する患者様）を誘導し早くレストランへ連れて行き食事をさせる事は可能です。準夜帯では西病棟のスタッフがレストランへ誘導していますが、患者様が早くレストランへ行っているのか把握できていない状態です。先にレストランへ行く際、転倒したり、他患者様とのトラブルが無いとは言いきれない状態です。今後トラブルや事故がないようしていくためにはどうしたら良いか検討していきましょう。西病棟の誘導スタッフに南病棟の患者様の情報を提供するなどしていく等の案がでていますので検討していきましょう。担当は小杉さんです。

